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（Ⅱ）強制換羽把関する試験  

名倉清「  

斉藤季彦  

宮下光男   

1．はじめに  

強制換羽は、わが国では従来、主とLて  

春期の緑卵の生産増加を目的として稗鼻に   

行なわれ、試験研究も昭和38年頃までは   

ほとんど種鶏について行なわれていた。そ  

の後蕃態の大型化にともたい採卵鶏の経済  

寿命の延長を目的とし断餌、断水による試  

験が行なわれろよう把なり、最近は麹病尚   

題な中心とした育成翠および成掲生存峯の  

低下lま次窮に蓉料経営の採算性な悪化L、  

強制換羽による採卵紬の経済寿命延長の扱   

術体系の確立が必要とされてきた。   

さら把強制換羽ほ広い意味の産卵制御技   

術の一部であろ と考へられるようになり  

本試験も匡芦の苔窪試験場の指韓のもと托岐   

阜県覆轍場を中核とし、換羽期の強制換羽  

による経済寿命の延長、初産期の産卵齢始  

の抑制、産卵最盛期の憩卵パターノの鱒動   

について性腺刺戟ホルモンしり分泌を抑制す   

ろ作用をもつ、ICI33828を利用し  

て産卵制御技術を確立するための一連の協   

定研究として実施したもので、当域は強制  

換羽を担当し、昭和・11年痘より実施Lた  

昭和＝1年鑓は飼料100尿中に‡Cり  

50、100、200PPmを蘇加し52   

2日令毎昭秋期4日賦与することにより   

蔑卵は完全忙停止したが完全換羽は行なわ  

れず、いわゆる部分換羽にとどまるものが  

多く、産卵の地顔も比較的援憤で、冬期の  

産卵低下と部分換羽がみられた、賂定県の  

成績と比較検討の結果投与鷺は100PP  

mが適当でぁるが、投与日数、実施時拗、  

供託鳴の日令、経済性などについては、な  

お追試の必贅を認めたのでこれらの点につ   

いて本年度庚麺した。  

2、材料および試験方法  

（1）供試薬＝英既ICI社の製品で化学構   

造式は次のとおりである。  

ICI、33828〔1－（d－melヒr   

ylaIlyl）－6－ methyldi   

abiured〕   

CH2＝CH‾CⅡ‾NH‾CS‾NH－  

CII3   

CS－NH－C‡Ⅰ3  

（2）試験方法   

試験方法および試験区分lま第1表に示すと  

おりで．供試完封ま昭和i4年1月ふ化白レ   

ー151－  



（3）試験戯曲   

昭和45年11月9日申、ら昭和16年5   

月23日までの28週196日圃  

タ2元および3元霜雌570日令鶏100羽   

より産卵中のもの75羽な選定25羽宛3区   

に区分した。  

窮1素 読数万法および区分  

供試  
区 分  強制‘換羽処理方法   点  灯   

羽数   

飼料100グ中に供試晶100p「Pm  開始後20日間lま無点灯  
ICI区  25  45．11．9  

添加、投ち凝瞳7E】   以後15時崗一定   

断匪、断水区  25  ／′   断餌7日 断水3E   同 」二   

自 然 区  25  ／／   無 処 理   掬始後15時行・j一定   

ICI区は飼料100グ中托IOI33828  

を100PPm均一になるよう忙混合して投与   

した。   

断恥、断水区は試頗懐胎と同時に断碑、断水L   

断水は3日刷とL＝∃目より給水し斯界は7日   

尚とし8日目より給餌しその厨は1羽50ダ宛  

9日目1羽75グ10日目より不断給餌とした  

知合はケージ鶏舎に収容L、飼料は市販配合飼   

料のCP17、TDN67含有のものを用い、   

飼黎管理は当場の慣行に従った。  

（3帥定事項  

1）就麒阻始前  

イ、産卵率……開始前10日痢の個体記録  

とした。  

ロ、卵蚤景、卵質…‥試験錦始前3日向の  

各個体1ケ宛を測定した。  

ハ、休養‥・‥陶始前日個体別測定な行った   

2）試験開始後  

イ、産卵状況・‥‥魔卵教は一毎日個体記録と  

し、産卵量は区ごとに毎日測定した。  

ロ、換羽の状態‥－・主翼羽を師始時お  

よぴ2過ごとに観察し、10週まで  

行った、なを体換羽の観察も合せ行  

・つた。  

ハ、体遷‥…投薬終了の梨日（試摂銅  

始校8日目）と試験贋了時把価体別  

に測定Lた。  

ニ、卵質‥・・‥試鼓由始後10週日と試  

顔期向の中尚点、試験終了時の3回  

行ないそれぞれの測定日前後3日扁  

忙ついて各個体1ケ宛行った。  

ホ、飼料摂取量・・・‥世襲期間および試  

麒繭姶後4週間を1期とL′7勅の試  

験終了までとした。  

へ、その他・・‥磯死軸は剖検により死  

因を記録した。   

3、試験結果  

（1）産卵の停止および再観の状況   

産卵の停止状況は第1図、．産卵の回復状  

況は舞2図、に示すとおりでその日薮お   
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よび投薬期陶（7翫りの飼鱒、薬剤の  

摂取風は窮2表に示すとおりである。  
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試験開始後の適合  

第2．国 産卵の回復状況 （週刻み）  

第2表  落卯の停止お よ び再開状況   

Ⅰ、0、Ⅰ  ’断餌  】 
区  分  

100PPm  断水   

試換開始後産卵停止までに草した日数   ㌔  ※  
5 2．  

試験開始後産卵再的までに質した日数   22 39．2   

試験廃線後畠b％産卵到達に喫した日数   43  －   

投薬申飼料  宛5羽7粥   1二1170  

摂 取 量  1羽1日当ウ   80．97  

薬   剤  グ／25羽7白雨 原兼   5β05  白組         5 2．9       19 37．9            45  －・              16760              95．77                ・■純：未  （14170Pアm）   
0．D33ユ4  摂取惣 1削日当り浣雲   （80．97PPm）   

証（1）※印欄ほ個体の平均である  

（2野憫、断水区は隣始後2日日より軟卵、破卵多い  
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産卵の停止状況．  

産卵の停止は、1、0、Ⅰ区は投与顔蘭日   

は試験開始前と殆んど同程度の産卵を示した   

が、2日冒より産卵は低下L18切，となり3   

日目は産卵を停止する個体が多く、289らと  

急激に低下し、1日目に産卵した個体は1羽  

となり5日目全羽数が停止した。  

断餌、断水区は試験齢始2日目より、軟卵   

破卯の産卵が目立ち産卵教のうち48％が歓   

卵又は蒋穀卵で3日目は産卵も21％と低下   

し、軟卵は全産卵数の66％と正常卵よりむ   

しろ歓卵、帝穀卵の方が多かった、′1日巨＝ま  

液卵率も12％と低下㌧5日目は全羽赦が産  

卵な停止した。  

自然区は試験恥始後若干産卵の低下をみた   

が大体50覚前後の産卵を示した。   

産卵の回復状況  

産卵の阿掛ま、ムC、Ⅰ区の産卵停止後、  

一番早く産卵した個体は試験開始後22日目   

で群として完全体窪 田数は17日喧であつ   

た、その後産卵は回律し、50？わ産卵に到達   

した日は試験開始後13日目であった。  

断餌、断水区ほ試腰藻始後19日目に産卵  

をみ、‡群としての完全体産日数は14日間で、  

その後の産卵の回復もⅠ、CJI区より若干  

i 早い傾向を示したが、50％蕗卵を示した日  

数は試験鏑始後45日目でⅠ、0、】区より  

若干おくれた。   

自然区の産卵はわずかづつ低下し、Ⅰ、0、  

Ⅰ区および断餌、断水区が50％産卵を示し  

た試験開始後7週目には43．3％となり、  

第2図に示すとおり’、強制換羽処理区と自然  

区の産卵率は交叉Lた。  

強制換羽処理期間中の飼料及び薬剤摂取量  

断餅、断水区は断解しているので当然飼料   

の摂取費は0である。   

1、0、Ⅰ区は投薬劇岨7日勒の平均1羽  

当りの飼料摂取量は80・97伊で自然区の‘  

同期向の飼料摂取量は95・77伊であった  

ので自然区より約15％飼料の摂取最が少な  

かった。   

薬剤摂取量は1日1羽当り80．97PP≡・  

mで投薬期旧7日雨で566・丁9PPm摂  

取した。   

体重およぴその他観察事項   

体重は投薬及び断餌顧了日の翌日（試演開  

始後8日日）測定した結束は、窮6表に示す  

とおりで自然区の由始時に対する減少率1．   

9％に対し、‘も0．Ⅰ区は1．3％、断鰐   

断水区は12．4％と換羽処理区は減少率は   

高く、新鮮，断水区は当然のことであるが将   

に体重の減少は靡薯であった。   

換羽処理期はき中の糞便は、Ⅰ、0、Ⅰ区I土  

2日日より軟便となり、3日日からは軟便お  

▼皐び水棲便に近い糞を排出した。  

．断餌、断水区は講師β尋輪舞1日日夕方より  

．黄白色便を排出するものが出はq．吟†2日甲  

定の腕力、チ7ノーゼが見られるよう托なり   

3日日頃より緑傑を耕出するものが多くなつ   

た。  
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（2）換羽の状況   

換羽の状態は主翼羽の脱落状況を開始時およぴ2週間隔て個体別に調査ナるとともに   

体羽の換羽状況を額察した主果羽の脱落状況噸；＄封こ示すとか少である○  

窮3表  換 羽 の 状 況   

（1）主釆羽完全脱落羽教  （2）主釆羽残存枚数（か、主翼羽）  

区 分  開始時  2週  4遁    8適10適  

巽                Ⅰ．0．Ⅰ   

‰  ￥5  ㌧〔    ち／ 号イ  ー観  

羽  
状  
態   

‰  り′  ソ    1／ ソ     25  25    25  25  

自然区  ％軸  ％5  ％5    写5 官5  

主  
輿  

羽 残  
存  
枚  

教   
篭  15％0  81ふ  7悠0  6％0  

状 況   

証、分母は試験羽数、分子は主翼羽の完全  

脱羽め羽教   

Ⅰ・C・Ⅰ区および断種、断水区の換羽処理  

区は試乗艶始●5日日頃より体羽の脱落がはじま   

り10‘日頃より盛んとなり13Ei噴が最も脱落   

が多かった、多選に脱羽した期脚ま5～7日で   

その後減少した。主翼羽の脱落ほ体羽よりおく  

れ、その脱落枚数も左右10枚づつが完全に脱  

落するものは少く、窮3計座示すとおり試新  

顔始後10遇まで把完全脱落したものは、Ⅰ・   

0．Ⅰ区が3羽で試験羽数の12％、断餌、断   

水区が4羽で169もであり、自然区にも1羽あ   

った。  

これを主翼羽の残存羽働で示すと、第3頚2わ  

とおりで、Ⅰ．C．Ⅰ区が最も多く脱落し試験  

商始後10週で古い主翼羽の残っているものは  

平均l・3放で、約80％が脱落しか断餌、  

断水区は平均6．2枚で約69％が脱落し、自   

然区は自然≠奥羽によって約50％が脱落した。  

（3細別産卵率、卵亜、1日1羽当り生産畳、飼  

料要求率   

試験開始後4週を′1∵期として7期（28週）  

註、分母はト羽の主翼羽枚数、分子は古い  

主輿羽の残存枚数平均1羽当り   

までの鮭卵状況陀ついて調査した成披は窮4   

襲にボナとおりである。   

漁卵峯は試駆餉始前10日向けⅠ．C．Il  

区63．6喫．、断囲、断水区6ユ■0％、自  

然区64∴0－あで殆んと同税三三で有意差は認   

められザ、試験開始後1期から7主切の平均産   

卵率ほⅠC．Ⅰ区50・0％、断臥断水  

区50．7％と強制奴羽処理区は同程度の産   

卵を示し、自然区は18．1％でわずかに劣   

る成練を示したが、その差は統計処理の結束   

有意差とは認められなかった、強制執羽処理   

区の産卵が回復した3泉巧から7i封」の嬢卵き・了は  

Ⅰ．C．Ⅰ区61・6％、断鍋、断水区61  

．8％で殆んど同笹ほの産卵審を示L、自然   

区は18．5％と低く、強制換羽処理区と自   

然区の雨には明かな差を生じた。   

卵重ほ試旗開始前3日輌はⅠ、C、Ⅰ区6  

3．1グ、断餌、断水区65．3伊、自然区  

65・1グで、Ⅰ．0．Ⅰ区は強制換羽を行  

ない産卵が回復しはじめた1糊ほ61・・6グ  
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第 4 表  産卵成績、その他  

区  分  開始時   1期   2〝   3〝   4〝   5〝   6〝  
7  I－鱒  3ふ欄i   

産  Ⅰ、q、 Ⅰ区  63J；   7、3   3ql   6リ   54．0   6a5   6邑1   66タ   5   61．6   

二（7日）  

新鮮、断水区  6▲l．0   叩   386   67．0   66β  61，2   57．1   568   5叩   二61・8  
（断水3日断餌7日）  l  

国                         自   然   区   6ゆ   j如   埼1   3色1   111  52、1   51．7  52ユ   4む  ≒1貼   

Ⅰ、0、Ⅰ区   63，4   6116   64．i  6諷6   6ミ3   64β  ；64．ヰ  64．丁  呵メ  650  
卵  

65．3   
61∫   6邑5   6弓7  ．6色0   65J   65β   65嶋   6叩   656  

自   然  区   

断餌、断水区  

65二1   6箋2   62．5  6革1   6年2   63、2   62β  62声   6叩   
6aO   

匝  Ⅰ、  
C、Ⅰ区  l．5   23．3   JO．3   3軍   1l．2  10．6   131   32．l   180  

4．9   25．9   41．0   4a8   4qO   37．5   372   3旦2   4n5  

31．1   2吊2   21．7  2て9   3亀1   34．i   32J   30．3   386   

18．790  、lβ里  2、713  alll  2∫39  2．771  2プ13  a353  2809   

撃  斬餌、断水区  16，725  リ73  2．681  2．699  乙956  邑117  3ユ62  ミ390  2912   

賓  自   然   区  3．630  1019  4．7i5  埠63  3β59  ち347  3503  3β22  3820   

は1糊が35・3グであったがそれ以外の各期   

は10グ以上を示し3期から7期の平均は10   

．0グセあった、断餌、断水区は3朋1期5期   

は4D伊以上の生産卵塞を示したが試演終了時   

近い6期7某8は37．5タ、37．2ダと若干   

低下の傾向を示した、自然区は試験捕姶後じよ   

じよに産卵が低下し冬期が最も鱒ち、・3ネ搬ま2．   

4・7タとなり、その後若干同復Lた、試験期   

側中の3区の1日1羽当り生醸卵吾はⅠヾOJ  

I区の32．6タ、断餌、断水区33．3彦計  

然区30．3ダでⅠ、0、Ⅰ区、断餌、蛎水産  

の聞托l重大差は認められないか、自然区はやゝ   

劣った。  

と少し低下し、2期以降の宛卵が回復してか   

らは65伊前後の卵茎を示し湖面中の平均は   

64．8gと試新約姶前よりほ大きくなった  

断餌∴致水痘もⅠ、0、Ⅰ区と同じく産卵が   

回復しはじめたl期は61・7才と低下し2   

期以降は如始前と同程度かわずかに大きい卵   

恩を示し、期「と示中の平均では、65■5ダで   

あった、自然区は、試演顔給前より試験錦絵   

複低下し糊蘭中平均63・0グであった。   

1日1羽当り生産卵重は、産卵率と如意に   

よって当然影破きれるものである、強制換羽   

処理区のⅠ、0、Ⅰ区、斬餌、・断水区の産卵   

が完全比国復Lた3翔以降セlまⅠ、0、Ⅰ区  
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ついて鱒試旗崩始後の卵質測定時にその発生  

割合を調査した、その成箭は窮5襲把示すと  

おりで、赤道部におけるふ再読の厚さは武戯弼   

始後Ⅰ、0、Ⅰ区、折餌、断水区は自然区よ  

り厚い傾向を示し、ハウユニットも試験前よ   

り試験陶始後の10週令ではⅠ、0、Ⅰ区、  

斬画、断水区は明かに改姿され試験囲姶後の  

各測点とも自然区と比較してⅠ、0、Ⅰ区、  

断桝、断水区はすぐれた数値を示した、粗造  

卵の発生割合はⅠ、C、Ⅰが最もすくなく  

次で断餌断水区で自然区が最も多かった。   

以上のように卵賀は卵穀賀、ハウユニット  

構造卵とも強制奴羽を処理Lた区が自然区よ   

りすぐれ、粥l制根羽な行ウた工、C、Ⅰ区、  

断餌断水区の由ではⅠ、C、Ⅰ区がすぐれた   

給巣を示Lた。  

飼料項求率は、Ⅰ、0、l区、断餌、断水  
区は払然換羽斯蘭ほ産卵が停止するので飼料  

婁未熟ま高くなったが産卵が回復し虎5期以降  

の勒Ⅰ、qI庄一ま4鋤に3以上の聾求率   

を示したがその他の先紳「では3以下の婁求率   

であった。断餌、断水区3朋■l誹5期は3以  

下の要求審でち親■7揃の試験耕商の後期に3  

以上の要求率を示した。自然区は全拗由3以  

上で2、包、．1界jは4以＿との螢求率を示した  

鋸叫摘の平均でほⅠ、qI区、3・5  

5、新帝、・・断水区3．39、自然区3．82  

と明か紅白然区が高い要求率を示した。  

（り厨慣、休職、袈死宛   

紳賀は卵融偏の輝き、ハウユニット把つい  

＜は繭始前と園始後10適合、試験期iて二jの中   

佃点および終了時について測定し、粗造卵に  

第 5 衣  卵  質  

ト  
′－  ∴十  卵殻厚（赤道部）一粗造卵※ ハクエニッ   閑職申  臨始後 10週合  ■ ■ －     －■   陶始前  「L． 10、¶  中ふ点  終了時   

0．3．Ⅰ2  0．388  

もqI区  72．1  81．8  7ト9  6β．l   

4％   

0．356  0．383  

斯餌、断水区  72．1  77．3  72．2  67．3   

Ⅰ2喫〉   

0●350  0．359  

自 然 区  16％  0．385 17％  0．355 10％  73．3  75．4  70．6  65．8   

上段、卵殻厚さは椚爪革放   

下段、粗造卵は％  

－158－   



体重については、試簸ピ自給8日目の状況に  

ついては、すでに産卵の停止および回領の項  

で述べたので省略するが、戒厳終了時の体秀  

は、窮6表に示すとおり3区とも試虞開始時  

よりわずかに増加がみられ、開始時を100  

窮 6 黄  体  重  

とした指数でⅠ、C、Ⅰ区は108．2、断   

餌断水区は107．5、自然区104．きと   

Ⅰ、0、Ⅰ区が最も増加塞が高く次いで断餌   

断水区であった。  

I O I区  ゴ098  100   2 0 0 8  95．7  2 2 6 9  108．2   

断餌、断水区  2 3 8 0  100   1998  87，6  215 2  1（17．5   

自  然  区  2 3 2 こl  100   2 2 80  98J  212 4  101．3  、㌫＼－讐、  投与前日  指数  l投与終了翌日  指数  試験終了時  指 数  」  
舞7表  経済性  繁死淘は試戯腰幅中l羽でその内訳はⅠ、   

C、Ⅰ区が試顔躊始後】08日日】羽、16   

8L］日1羽、摂関断水区が86日臼1羽、1   

95E＝］1羽で自然区は1羽の擬死もみられ  

なかった、炎死鮨の剖見所見は4羽とも卵軽  

症で特托強制換羽処理に由来するものとは思   

はれない。  

（5）梓済世   

試験3区のそれぞれの生蕗卵、給与額料、  

および供試薬品の3項目把ついて粗利益を乗  

出し経済性を検討した、その成績は舞7表の   

とおりである。  

卵価は農村物価賃金調査の昭和i2年4月   

から15年3月の各月の全国平均価格を用い  

各月の生窺卵螢により鶏卵代金を、飼料価格  

は農村物価貸金調査唱和12年4月から・15  

年3月の全国平均価格を用い摂取畳から飼料  

費を、供試薬品代は純未1グ当り1000円  

としてその摂取畳把よりそれぞれ算出した。  

区分   （全掴紬28過）  粗   

1el区   3353   108円39鏡   

断餌断水区   3390   司24円81銭   

自 然 区   3822   i 項目  飼料要求率  l羽 当  り        利  益                    289円10銭  
期閣中の飼料要求率はIOI区3．353   

、新鮮断水区3．390、自然区3．822   

でICI区が最もすぐれている、l羽当り粗  

利益は断餌断水区1121円81軌Ⅰ0Ⅰ区  

408円39錦、自然区289円10銭で明  

や、托すぐれている、ICI区と新関断水区を  

比率すると飼料賀求奉においてIOJ区がま  

さり、1羽当り粗利益において断餌、断水区   

がすぐれているが、これは第1表の産卵成領   

に示すとおり、斬餌漸水区は卵価の高い時油   

忙産卵が比叔的よ．く、卵価の低下にしたがっ   

て産卵も低下し、lぐl区ほ卵価の低下にし   

たがって産卵か上昇Lたので平均産卵率は殆   

んど変らず飼料一票求率は若干すぐれていたに  
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もかゝはらず1羽当り粗利益はIOI区が断   

解析水区よりやゝ劣ろ結果となった。  

1．要約および考察  

自レク2元および3元無二jの570日令の産  

卵通75羽を用い、昭和i5年11月9日か   

らICI33828を鎧司科100針宇陀10   

0PPm添加し、7日直i授与するIOI区、  

断餌7日断水3日の新開漸水区および無処理   

の自然区の3区について28週196日桝の  

読ま挨を行った。   

そその締果の大領は次のとおりである。  

（l）換羽誘起処理紬楯後敵卵停止までに質し   

た日数IまICI区、：一‘昭粁潮水区とも5日であ  

った、50％疎卵に到適するまでに要した目  

数はICI区13亡l∴管僻断水区．15日であ  

り、産卵再臨までに軍した日数はICI区2  

2日、断碑断水区19日で産卵の停止、汲卵  

の再絢、50％産卵到達日令は両区のrt・〕に大  

差lま認められない。  

（2）抱羽の状況は主呉羽？ヤ見落により観察し   

たがi両主巣羽20本中10適時の平均脱落   

本数による割合でみると、ICI区R O％、  

新開断水区69％、自然区50％で、体i長羽  

は殆んど行うが、主賓羽の完全脱落した羽数  

はICI区12％、断種簡水蓮169ら、自然   

区1％と完全脱羽した羽如厄少いが挟羽現象   

は自然区に較べ処理区は癒着であった。  

（3）産卵成鰍土試料潮岬の平均産卵審で1   

七1区50．0％、」新関断水区50．7％、  

自然区18．1％で自然区が若干おとる成最こ  

を示Lたが統吾†処理の結束その差は有意とは  

認められなかった。処理区の産卵が国旗Lた   

3斯から7掴までの期「†jの産卵率はICI区   

61．6％、新鮮断水区61．8％、自然区   

18．5％で、ICI区、断餌斬′†√．区の夙に   

は差異は紀められず、自然区は明かに劣りそ  

の差は有意であった。  

（4）卵彦【まICI区、断解析水区は強鮒研  

処理托より産卵の停止、回額初勘の第1期は  

低下したが2ユ辻jより回礫し3－㌻準な頂点と  

して繹時的に′j、さくなる傾向を示した。自然  

区は試駐藩凍自前より就横軸始後は若干低下し   

丈ニ。  

（5）飼料繁求轟は試凝瀞亜平均でICl区5，  

555、断餌、断水区5．590、自然区5．822   

で強制換羽処理区がすく翫允結＝果を得た。  

（6）卵質検塞の榛東でほ、卵殻質の厚さ、ハ  

ウユニット、粗造卵とも強制換羽を処理した   

区が自然区よりすぐれ、強制如羽を行ったI   

OI直と折節断水区ではICI区がすぐれた   

結束を示し．た。  

（7）体盟は奴羽処理終了の翌日（試験的由8  

日8）れ始時体重100に対L斬解断水区8  

7．6、ICI区9■5．7、自然区98．1   

で新鮮断水区の件香の減少が最も大きかった、  

試験終了時は各区とも首再始時よりは若手の増  

俸がみられた。  

（8）弗死如はICI区2羽、新開潮水区2羽  

でその解剖所見は1羽とも卯堕症で換羽処理   

から琴芭死までの日数、病的から古き羽処理に由  
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中ICI33828を100PPm添加L7  

日問投与し強勧換羽を誘起したものと、自然  

数羽区を比較すると飼料費求率、卵質は改善   

され経済的にも明らか把優れている、従来か   

ら行っている斬餌断水法と比較Lて大差を認   

′めなかった。   

しかし従来から行っている新鮮断水掛ま癒  

試顔でも明かなように強制拠羽処理のために  

体壷の減少が大きく、またストレスや不凍性   

疾病のある鶏群などに応用することは間遇が   

あると言ほれており、反面、薬品による強制   

決羽はその褒品代の経済性も考慮しなくては  

ならないので、ICI（メタリビ立7－）と  

新御所水法の併用が聾い、と考へられる。   

この点托ついて昭和＝6年抜実施する予定   

である。   

来するものとは息はれない。  

（9）経済性は生凌卵、飼札薬品■代について  

検討Lた、価格の基礎は昭和12年4月から  

昭和45年3月までの農村物価賃金調査の全  

国平均を用い供試晶代は純未1弁当り10■0  

0円とした。  

試験脇田沖の1羽当り粗利益はIOI区4   

08円39銭、断餌断水区421円81銭、   

自然区289円・10鏡で明かに強制抜羽を行   

った区か自然区よりすぐれている。  

ICI区と併称■一筆水区を比較すると断餌断水  

区がすぐれているがこれを飼料要求率、繹時   

的産卵率から検討すると析群像水区は卵価の  

敵＼疇撞朕比叡的産卵がよく、ICI区は卵  

価が安くなった時に顛卵が上昇したことによ   

る。  

以上の結果から570日令鮎に飼料100ダ   
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